
＜博士前期課程＞
【人材養成に関する目的及びその他の教育研究上の目的】
　博士前期課程には、経済学専攻と現代ビジネス専攻の２専攻を設置している。経済学専攻では、経済理論の研究
や実証分析、経済史の研究など多様なカリキュラムを準備し、各種資格取得やエコノミストの育成などを目標とし
ている。現代ビジネス専攻では、経営理論、会計及び国際ビジネスなどの豊富なカリキュラムを準備して、各種資
格取得やスペシャリストの育成などを目標としている。
《経済学専攻》
　経済学専攻は、経済分野と地域づくり分野とからなる。経済分野は経済理論、経済・経営史、経済政策などの科
目で構成しており、高度な専門知識と研究能力を持った優秀な人材を育成する。地域づくり分野は地域学、地域政
策などの科目で構成しており、地域振興・組織運営のための高度な専門知識と研究能力を持った優秀な人材を育成
する。
《現代ビジネス専攻》
　現代ビジネス専攻は、ビジネス・会計・観光分野とマネジメント分野とからなる。ビジネス・会計・観光分野は
ビジネスにおける競争優位の実現を担い、さらに実務能力の向上と理論の進化を図る会計業務に通じたビジネス
パーソンを育成する。マネジメント分野は事業経営・ヒト・モノ・カネ・情報について問題発見と課題解決能力を
持った事業家・経営者・研究者を養成する。

人材養成に関する目的及びその他の教育研究上の目的
１．経済・ビジネス研究科

＜博士後期課程＞
【人材養成に関する目的及びその他の教育研究上の目的】

　経済・ビジネス専攻では、経済学と現代ビジネスの領域を相互に補うカリキュラムで、現代のニーズに応えるこ
とのできる人材を育成する。博士前期課程での専門知識をさらに深め、高度な専門性を有する優秀な研究者や教育
者などの育成を目指している。経済学と現代ビジネスの領域で、豊かな学識に基づく高度な専門性と自立して研究
活動を行える能力を持ち、社会の各方面で指導的役割を担える高度専門職及び研究・教育職を養成する。

＜博士前期課程＞
【人材養成に関する目的及びその他の教育研究上の目的】
　建学の理想である「産学一如」の実現を目指し、地域、社会及び産業界の要請に対応する人材を輩出すべく、物
事を総合的な観点からとらえ、持続可能な開発目標（SDGs）達成に向けた取り組みを実施し、その発展に貢献でき
る産業技術を創出、展開できる心身共に健全な人間教育の実践に努めている。

＜博士後期課程＞
【人材養成に関する目的及びその他の教育研究上の目的】
　工学の専門分野における高度な研究開発能力もしくは大学（大学院を含む）の教育課程において専門教育を担う
能力を身につけた人材を輩出すべく、研究対象に対する旺盛な探究心と研究遂行に強い意志を有する心身共に健全
な人間教育の実践に努めている。

２．工学研究科



＜博士前期課程＞
【人材養成に関する目的及びその他の教育研究上の目的】
　芸術研究科では、21世紀の知識基盤社会を支える高度で知的な素養のある人材など、多様化する社会に応えられ
る有為な人材を養成することを目的としている。博士前期課程は、学部における芸術諸分野の専門的な教育との繋
がりに配慮しつつ、専門性と学際性の両立のできる美術研究家者、アーティスト、デザイナー、クリエーター、写
真家や映像作家等の人材養成を目標に、高度な芸術教育を行う。

３．芸術研究科

　芸術研究科では、21世紀の知識基盤社会を支える高度で知的な素養のある人材など、多様化する社会に応えられ
る有為な人材を養成することを目的としている。博士前期課程は、学部における芸術諸分野の専門的な教育との繋
がりに配慮しつつ、専門性と学際性の両立のできる美術研究者、アーティスト、デザイナー、クリエーター、写真
家や映像作家等の人材養成を目標に、高度な芸術教育を行う。

＜博士後期課程＞
【人材養成に関する目的及びその他の教育研究上の目的】
　芸術研究科では、21世紀の知識基盤社会を支える高度で知的な素養のある人材など、多様化する社会に応えられ
る有為な人材を養成することを目的としている。博士後期課程は、現代及び未来の芸術文化を担う高次元の研究者
や教育者、アーティストやクリエーター、デザイナー、プロデューサーなどの養成を目標に、高度な芸術研究を行う。

＜博士前期課程＞
【人材養成に関する目的及びその他の教育研究上の目的】
　国際文化研究科は、国際文化研究分野と臨床心理学研究分野の２領域からなる。それぞれの分野とも、現代のグ
ローバル化社会において文化・教育、臨床心理学の各領域で活躍できる人材を養成する。国際文化研究分野では、欧米
文化、日本・アジア文化、教育に関する深い知識を身につけた専門的職業人や研究者、教員を育成する。臨床心理
学研究分野では、現代社会のニーズに応じた幅広い領域において心理的ケアを行える実践家と研究者を育成する。

４．国際文化研究科

＜博士後期課程＞
【人材養成に関する目的及びその他の教育研究上の目的】
　国際文化研究科は、現代のグローバル化社会において文化・教育、臨床心理学の各領域で高度な専門性を生かし
て活躍できる人材の養成を行う。欧米文化、日本・アジア文化、臨床心理の諸研究・実践に必要な高度な知識と技
術を涵養し、実証的・独創的研究及び高度専門職としての実践に必要な優れた能力を育成する。世界や日本の思想・
文芸・歴史・心理等に関する深い理解に基づく、各研究分野に関する俯瞰的な知識体系の構築及び高度な研究能力
のみならず、語学力を含めた高度なコミュニケーション能力と実践力を身につけさせる。各研究分野で、研究者や
高度専門職として自立し、優れた成果を上げるために必要とされる能力を身につけさせる。

＜博士前期課程＞
【人材養成に関する目的及びその他の教育研究上の目的】
　「社会と人間のための IT（情報技術）」を教育研究の理念とし、データサイエンス・人工知能、IoT・セキュリティ
を含む情報科学・情報技術を基礎から応用まで深く修得し、高度情報社会の諸問題に対応できる高度専門職業人及
び研究開発者の養成を目指している。

＜博士後期課程＞
【人材養成に関する目的及びその他の教育研究上の目的】
　「社会と人間のための IT（情報技術）」を教育研究の理念とし、高度情報社会の発展を担い、研究者として自立し
て研究活動を行うために必要な高度の研究開発能力や問題解決能力を持つ高度専門職業人及び研究開発者の養成を
目指している。

５．情報科学研究科




